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取扱説明書 

I 保証書付 I 


ご使用の前に「安全上のごを意」をよくお読みの上、 
正しくお使いください。 

本書はお読みになった後ち大切に保管してください。 
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計算方法の設定をネ刃期が態に戻すには 

計算方法の設定を初期状態に戻すには、画画 

回 ( Mode ) 曰と操作します。 

計算モード . 

... COMP 

角度指定 . 

... Deg 

表示が数指定 ...... 

... Norm 1 

分数表示指定 ...... 

... atVc 

小数点表示指定... 

... Dot 















安を上のご注意 


このたびは本機をお買上げいたださま 
して、誠にありびとうございます。ご使 
用になる前に、この「安全上のご注意」を 
よくお読みの上、正しくお使いくださ 
い。なお、本書はお読みになった後わ大 
切に保管してください。 


ミ 金 


この表示を無視して誤つ 
た取り扱いをすると、人び 
傷害を負ラ可能性び想定 
される内容および物的損 
害のみの発生び想定され 
る内容を示しています D 


電池について 

♦本機で使用している電池を取り外 
した場合は、誤って電池を飲むこ 
とびないよラにしてください。特 
に小さなお子様にご注意くださ 
い。 

•電池は小さなお子様の手の届かな 
い所へ置いてください。万一 、 おテ 
様び飲み込んだ場合は、ただちに 
医師と相談してください。 

•電池は、充電や分解、ショートする 
恐れのあることはしないでくださ 
し、また、加熱したり、火の中へ投 
入したりしないで < ださい。 






•電池は使い方を誤ると液われによ 
る周囲の巧損や、破裂による火災- 
けびの原因となることびあります。 
次のことは必ずお守りください。 
•極性（©と©の向さ）に注意して 
正しく入れてください。 

• 長期間使用しないときは、本体か 
ら電池を取り出しておいてくだ 
さい。 

• 本機で指定されている電池外 
は使用しないでください。 

乂中に投入しないでください 

•本機を火中に投入しないでくださ 
し、破裂による火災 • けがの原因と 
なることびあります。 


♦ 本書中の表示/イラストは、印刷のため実物と異なる 
ことびあります。 

♦ 本書の内容に関しては、将来予告なしに変更すること 
びあります。 

♦ 本書の内容については万全を期して作成いたしまし 
たび、万一ご不審な点や誤りなど、お気づさのことび 
ありましたらご連絡ください。 

♦ 本機使用により生じた損害、逸失利益、および第三者 
からのいかなる請求につさましても、当社ではいっさ 
いその責任を負えませんので、あらかじめご了承くだ 
さい。 
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ご®用上のミ主意 


• お買上げ直後、本機を使用ずる前に必ず画] 
キーを巧してください。 

• 本機が正常に使用できても、定期的に必ず 
電池を交換して < ださい。 

fx -820 MS . 3年 ( LR 44) 

特に消耗ずみの電池を放置しておさますと、液 
ちれをおこし故障などの原因になることびあ 
りますので、計算機内には絶対に残しておかな 
いで <ださい。 

• 付属の電池は、工場出荷時より微少な放電によ 
る消耗び始まっていまず。そのため、製品の使 
用開始時期によっては、所定の使用時間に満た 
ないうちに寿命となることびあります。あ5か 
じめご了承ください。 

• 本機に記憶させた内容は、ノー トに書くな 
どして、本機とは別に必ず控えを残してく 
ださい。本機の故障、修理や電池消耗などに 
より、記憶内容び消えることびあります。 

• 極端な温度条件下での使用や保管は避けて 
<ださい。 

低温では表示の応答速度び遅< なったり、点灯 
しなくなったり、電池寿命び短くなったりしま 
す。また、直射曰光の当たる場所や窓際または 
暖房器具の近くなど、極端に温度び高くなる場 
所には置かないでください。 

ケースの変色や変形、または電子回路の故障の 
原因になります。 

• 湿気やほこりの多い場所での使用や保管は 
避けてください。 

水び直接かかるような使用は避けるととちに、 
湿気やほこりにも十分ごを意ください。 
電子回路の故障の原因となります。 





•落としたり、強いショックを与えないでく 
ださい。 

• 「ひねり」や r 巧げ」を与えないでください。 

ズボンのポケットに入れるなど、「ひねり」や 
「曲げ」を与える恐れびあることをしないでく 
ださい。 

•分解しないで < ださい。 

• ボールペンなど鋭利なものでキー操作をし 
ないで < ださい。 

• お手入れの際は、乾いた柔5かい布をご使 
用 < ださい。 

特に汚れびひどい場合は、中性洗剤液に浸した 
布を固くしぼっておふきください。なお、シン 
ナーやベンジンなどの揮発性溶剤は使用しな 
いでください。キーの上の文字び消えたり、 
ケースにシミをつけてしまう恐れびあります。 


目次 


安全上のごま意 . 2 

ご使用上のま意 . 4 

2行表示 . 8 

計算を始める前に . 8 

■各種モード . 8 

■入力文字数 . 9 

■訂正について . 10 

■ U プレイ機能 . 10 

■エラー位置表示機能 . 11 

■マルチステートメント . 12 

■表示の見ち . 12 

■ル数点表示設定 . 13 

■初期状態に戻すには（リセット） . 14 

基本計算 . 14 

■ 四則演算 . 14 

■分数計算 . 1已 

■パーセント計算 . 17 

■度分秒計算 . 17 

■ル数点け下指定、有効巧数指定および内部数値丸め ........ 18 

メモリー計算 . 19 


■アンサーメモ U -. 19 

■連続演算機能 . 19 

■独立メモ U - . 20 

■変数メモ U - . 20 

関数計算 . 21 


■兰角関数計算、逆兰角関数計算 . 21 

■双曲線関数/逆双曲線関数 . 22 

■対数関数、指数関数 . 22 

■ その他の関数（^^、 3广、 X 「 、 ス2、みぶ-1、ぶ./、 

Ran #、 で、順列 nPr 、 組み合わせ打〇) . 23 

■角度単位変換 . 24 


■座標変換 （Pol Oc ，が， Rec 0,の） . 24 

■ Eng 変換 . 2已 

統計計算 . 25 


標準偏差計算 . 2已 

回帰計算 . 27 
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ほ術情報 . 
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■関数の入力範囲と精度 . 
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保証規 g . 
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2 巧表巧 



計算式と答えび同時に確認でをます。 

1行目には、計算式び表示されます。 

2行目には、答えび表示されます。 

仮数部の整数部の巧数び4ケタ！;(上である場合、ル数点か 
ら3ケタごとに区切り記号を表示します。 


計算を始める前に 


■各種モード 

本機では、計算ジャンルごとに、計算モードを切り替える 
必要びあります。下記の表を参考に、モードを切り替えて 
<ださい。 



モードる 

キー操作 

標準計算 

COMP 

@の 

標準偏差計算 

SD 

@回 

回帰計算 

REG 

M 团 


参陋キ—を何度か押すと、セットアップ項目 （ Deg、Rad 
など）を選択することびでさます。セットアップ項目 
の詳細は、おのおのの説明をごらんください。 

♦ また、本書では、各章のタイトルに、必要なモードを記 
載してあります。計算ジャンルごとに、モードを使い 
わけて < ださい。 
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重要 


参画画回 （ Mode ) 曰と操作すると、すべてのモード 
や設定び初期状態に U セツトされます。 


計算モード . COMP 

角度指定 . Deg 

表示 t 行数指定 . Norm 1 

分数表示指定 . 汹 C 

ル数点表示指定 . Dot 


♦ モードやセットアップシンボルは表示部の上段に表 
示されます。 

♦計算を始める前に必ず計算モード （ SD か、 REG か、 
COMP か）と角度指定 ( Deg か、 Rad か、 Gra か)を確認し 
て < ださい。 

■入カタ字数 

♦ 本機は計算を行なうために79ステップのエ U アびあり 
ます。 

この79ステップとは1機能1ステップで数え、数字や 
〇、〇、〇、 C キーなどは1つのキー操作で1ステッ 
プとなります。また、画ののように2つのキーを操 
作しても、機能的に1機能のものは1ステップと数え 
ます。 

参1つの計算では79ステップまでしか入力でさません。 
通常カーソルは"の点滅となっていますび、73ス 
テップ目じ(降の入力になると、カーソルび''から 
の点滅に変わります。もし入力をしていてカーソ 
ルび''■-になったとさは、区切りの良いところで一 
度入力を終わらせてください。 

♦ 画キーを使えば、ここまでの答えを呼び出して、計算 
を続けることびでさます。应3キーについては「アン 
ヴーメモリー」の説明をご覧ください。 







■訂正について 

(例 1) COS 60 を sin 60 に訂正する。 


因60 


[^|| ィ 1 「ィ 1 |sin~] 


cos 60_ 

0. 


S i n 60 

0. 


(例 2) 369 X X 2を369 X 2に訂正する。（画キーを使つ 
た訂正） 

369 a a 2 
面面画 


369xx2_ 



0. 


369x2 



0. 


fl 列 3) 2.%唯 sin 2.% 2 に訂正する。（インヴートモード 
を使った訂正） 

2囚36囚 


r イ I イ 1 I イ I [^1 向巧 |INS1 [~sin| 


2.362 _ 



0 . 


S … L る .％2 0. 


* 画画と押すと、 "[]" を表示しインサートモードとな 
ります。インサートモードを解除するには、画画、 
または e を押します。 

■リプレイ機能 

♦ 計算を実行した式とその結果は記憶されており、計算 
後田キーを押すと、その直前に実行した式と結果び 
表示されます。さらに圧!キーを押すごとに順次さか 
のぼって表示されます。 

♦ 表示された式は、百]キーまたは田キーを押すことで 
編集でさる状態になります。計算終了後に苗キーま 
たは陌キーを押せば、すぐにその直前に実行した式 
を編集でさる状態になります。 

- 10 - 











C 例 ) 4.12 x 3.58+6.4 = 21.1496 
4-12 x 3.58 — 7.1 = 7.6496 

4.1 2 a 3.58 a 6.4 曰 

面面面面面 H 7.1 


21.1496 


*12x3.58-7 .し 

21.1496 


(2 行目（下段）には前回 Ans 結果を表示します。) 

B 


4.12x3.58-7. 4 

7.6496 


♦ AC 後の U プレイ 

四キーを押してを、 U プレイ内容はク U アされません。 

3〇 4曰 

の 

田田 


3x4 

12 . 


- 

0. 


4.12x3.58-7. 

7.6496 


♦ 記憶されるのは、式と答えで 128 バイトまでです。 

♦ 記憶された計算式は画]キーを押すとク U アされます。 
また画画] キーに よる U セッ トや モード 切り替え、電 
源オフによってもク U アされます。 

■エラー位置表示機能 

♦ 演算実行時にエラーび生じた場合、面キーまたは百] 
キーを押すと、エラー状態び解除され、エラーび生じ 
た箇所にカーソルを表示します。 

dD 14 子 10x2.3 を間違えて 14 子 0x2.3 と入力してし 

まった。 _ 

14 百 0 口 2.3 日 Math ERROR 
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面（または面）14+0千 2. 3 

__I_^ 

ここでエラーび発生しました。 

曲卿 幽1 

B 

■マルチステートメント 

コ□ン （ : ） によつて複数の式を区切つて入力し、それを順 
次実行する機能です。 

CW) 2+3を計算し、その答えに4をかけた値を求める。 
2〇3画に!画〇4曰 

B 


2+3 

5 .D 


Ansx 4 

20. 


14+1曲 x 2. 3 


14+10 x 2.3 

3.22 


■表示の見方 

本機は計算結果を10巧まで表示させることびでさます。 
整数部び10巧を超える演算結果は自動的に指数表示とな 
ります。10進数の計算結果の表示ではしソ下のよラに2種類 
の表示方法びあります。 

Norm 1 

Norm 1では、演算結果び1〇1似上の場合あるいは10- 2 未 
満の場合は自動的に指数表示となります。 

Norm 2 

Norm 2では、演算結果び1 ( T 似上の場合あるいは1〇- 9 未 
満の場合は自動的に指数表示となります。 
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Norm 1 と Norm 2 の切り替え 

• e キーを数回押すと、次の表示び出ます。 


Fix 

Sci 

Norm 

1 

2 

3 


团キーを押して、指数表示を百] ( Norm 1)、回 (Norm 
2) キーで選択します。 

現在どちらの設定び選ばれているかは表示されません 
び、下記の計算結果を表示させることによりどちらの設 
定かを確かめることびでさます。 


1 H 200曰 [ 5. -03 1 (Norm 1モード) 


I 0.005 ] (Norm 2 モード） 

♦ この取扱説明書の計算例は原則として Norm 1モード 
で表示しています。 

■小数点表示設定 

小数点をドット（点）で表示させるか、カンマで表示させ 
るかを切り替えることびでさます。 

♦ @キーを数回押すと、次の表示び出ます。 


D i sp 


己]面を押してル数点選択画面を出し、田，回キー 
で選びます。 

の ( Dot ). ル数点はドット(点)で、3ケタ区切り 

はカンマで表示する。 

回に omma )..... ル数点はカンマで、3ケタ区切りはドッ 
卜で表示する。 
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■初期状態に戻ずには（リセット） 

♦ 画画]团 ( All ) e と操作すると、すべてのモードや設 
定び初期状態に U セットされ、 U プレイ履歴、変数メ 
モリーの内容び消去されます。 


基本計算 ぶ OMP 飞 


■四則演算 

基本計算を行なうには、下記のように操作し、 COMP 
モードを指定します。 

COMP . 画田 

♦ 計算式中の負数には、カッコを付けることび必要です。 

詳しくは「計算の優先順位」をご覽ください。 

♦ 数値の指数部は、負符号び付いていてもカッコは不要 
です。 

sin 2.34 x 1〇-ち一因 2.34 函回5 
(例 1) 23+4.5-53 = -25.5 23 D 4.5 B 53曰 

(例 2) 56 x (-12 トト 2.5) = 2がぶ 

56 om 回12の Hm 回 2.5 の曰 
(例 3) 2-3 x (1 x 1020) = 6.666666667 x 1 0^^ 

2〇3〇1函20曰 

(例 4) 7 X 8-4 X 5 = 36 7〇8〇4〇5曰 

= 0.3 6百の4〇5の曰 

- ■ 4 x 5 

(例 6) 2 x [7+6 x (5+4 )]= 122 2 〇 m 7 〇 6〇 

の5〇 4のの曰 
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♦ B キーの前の丘]キーの操作は省略することびでさ 
ます。 

■分数計算 
♦分数計算 

♦ 演算結果の整数、分テ、分母、区切りマークの合計が 
数び10巧を超えた場合は、自動的にル数表示となりま 
す。 

«D 号 + 如慧 

2画3〇1画5曰 I 13_ i 15. I 

(HD 3寺+1号=4^ 

3画1画4 n 

1画2画3 口 I 4」11」12. I 

CSD ■ j -= 4 - 2画4曰 

(例 4) -y+1.6 = 2.1 1 画 2 DI. 6 S 

♦ 分数とル数の混在した計算結果は、常に小数で表示さ 
れます。 


♦小数〇分数表示切り替え 

♦ ノ」\数の演算結果表示を分数に切り替えることびでさま 
す。また、分数の演算結果表示をル数に切り替えるこ 
とちでさます。 

※切り替えに時間びかかることびあります(約2秒)。 
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(HD 2.75 = 2^ い」、数一 分数) 

2.75 曰 [ 

画 [ 


11 

T 


(SHIFT| 向 / d r 


2.75 


2」3」 4. I 


11」4. I 


(例 2) 斗0 0.5(分数 o ル数） 


I 画2曰 [ 

画 [ 


画 [ 


し 2. 


0.5 I 


1」2. 1 


♦ 帯分数い仮分数表示切り替え 

の1音0音 


画2画3曰 

I し 2」3. I 

[shift] [d/cl 

I 5」 3. I 

画函 I 1」2」3. I 


♦ 分数計算の結果び1を超えた場合に、帯分数で表示さ 
せるか仮分数で表示させるかを切り替えることびで 
さます。 

参@キーを数回押すと、次の表示び出ます。 


Disp 


田を押して選択画面を出し、田，回キーで選びます。 

圧] ( ab / c ). 帯分数で表示する 

回 ( d / c ). 仮分数で表示する 

《 d / C に設定した場合、帯分数を入力するとエラーとなり 
ます。 
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■パーセント計算 


(例 1) 1500の12〇/〇は？ (180) 1500 a 12画回 

(例 2) 660は880の何％ か？ (75%) 660 H 880画回 

(例 3) 2500に15〇/〇加える (2875) 

250 on 15画回 n 


(例 4) 3500の25〇/〇引き (2625) 

3500 n 25画回 H 

(例已) 168と98と734の合計の20%弓 I き (800) 

168 D 98 D 734曰画画画圧! 

网研 n 20画回 H 

《この例のように、割増、割引計算にアンサーメモ 
U —内の数値を使ラには、事前にその数値を変数メ 
モ U —に代入し、それを呼び出して使ラ必要びあり 
ます(〇キーの計算より前に、回の計算結果び出た 
時点でその値びアンサーメモ U —に入るため）。 

(HD 500 g の試料に 300 g を加えると、初めの何％とな 

るか？ (160%) 

300 D 500画回 

( MD 数値び40から46に増えたとさ、何％増えたと言 
えるか？また48に増えたとさは？ (15%, 20%) 
46 H 40画回 
理理理理理理8曰 


■度分秒計算 

♦ 度分秒(時分秒)のよラな60進数の計算や、10進数へ 
の変換を行なラことびでさます。 

dED 2.258を60進数〇10進数に変換する。 

2.258日 I 2.258 ] 
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(SHIFT| 1077,1 

2°15°28.8 I 

囚「 

2.258 I 

(例 2) 12。34’ 56" X 3.45 を計算する。 
12囚34囚56囚 n 3.45 曰 I 

43°24°31.2 I 


■小数点む下指定、有効お数指定および 
内部数値丸め 

♦ @キーを数回押すと、次の表示び出ます。 


Fi 

X Sc i 

Norm 

1 

2 

3 


の〜应]キーを押して、表示巧数を選択します。 

[ I ]( Fix ). 小数点しソ下 t 行数固定 

回 ( Sci ). 有効が数指定 

应] ( Norm ). 標準表示 


( T 例1 ) 200 - 7 X 14 = 400 


200百7〇14曰 

(ル数点な下3侃旨定） 

陋…"の ( Fix ) 团 
(内部 12 巧で計算を続ける） 200 B 7 B 

□ 14曰 

同じ計算を指定巧で計算すると 

200百7曰 

(内部数値丸め ） S @ 

□ 14曰 


400. I 

400.000 


28.571 


400.000 


28.571 


28.571 


399.994 


♦ ル数点し: TF 指定を解除するには画"…团 （ Norm ) の 
と押します。 
































(HD 1-3 の結果を有効が数 2 巧で表示する (Sci 2)。 


晒 


回 ( Sci ) 回1百3曰 


SCI 

3 . 3-01 


♦ 有効巧数指定を解除するには@ "…团 （ Norm ) 圧]と 
押します。 


メモ IJ - 計算 rCOMP^ 


メモ U —を使った計算を行なラには、下記のよラに操 
作し、 COMP モードを指定します。 

COMP . @ 田 


■アンサーメモ U — 

♦ 本機には、最新の計算結果を記憶しておくアンサーメ 
モリーびあります。このメモ U —は数値や数式等を 
入力し、 e キーを押した結果（数式であれば答え）を 
記憶します。呼び出しは应3キーで行ないます。 

(例 ；123+456=579 
789-579=210 

789 B 画曰 


123 0 456曰 



♦ アンサーメモ U —には仮数部12巧、指数部2巧を記憶 
でさます。 

参曰、画回、画、画困、画國 a い= A ~ F ， M ， X ， 
Y ) を押すと、新たな数値びアンサーメモ U — に記憶さ 
れます。ただし、エラーび発生した場合は、新たな数 
値は記憶されません。（前回のアンサーメモ U —の内 
容び保護されています。） 

■連続演算機能 

画面に表示された演算結果に対して、さらに計算を続け 
ることびでさます。このとさアンサーメモ U —を使用し 
ます。 

- 19 - 










CBD 3 x 4 = 12 に続けて -3.14= を計算する。 

3〇 4曰 

(続けて） H 3.14 曰 

♦ この機能は後置関数 W 、 jc 3、 で 1、 X /、 DRG ^)、 +、-、 
A (が)、ス^、 X 、子、 nPr ^ nO につし、てち使えます。 


12 . 


Ans-^3. 14 

3.821656051 


■独立メモリー 


♦ メモ U —内へ直接加減（累計）することびでさ、個々 
の答えを求めなびら同時に合計を求める合計計算に 
便利です。 

♦ 独立メモ U —と変数メモ U — M は同じメモ U —エリア 
を使用しています。 

♦ 独立メモ U — ( M ) の内容を消去するとさは、0画画] 
面 ( M +) と操作してください。 


nn 

23 + 9 = 32 
53-6 = 47 
-)45 x 2 = 90 
99 - 3 = 33 

洽計 ） 22 


23〇 9画國证 l ( M +) 
53〇 6画 
45 Q 2画歷] 
99百3画 
励の ( M +) 


■変数メモリー 


♦ 変数メモ U —は9個 ( A ~ F ， M ， X ， Y ) あり、データや定 
数、答えなどの数値を自由に保存でさます。 

♦ 9個の変数メモ U —すベての内容を消去するとさは 
画画の ( Mcl ) 曰と操作してください。変数メモ 
リーのうちの1つを消去するときは、0画國の媛 
数メモ U — A の内容を消去する場合）のよラに操作し 
て < ださい。 
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(HD 

193.2 - 23 = 

8.4 

1 93.2 画画 圧! 百23曰 


193.2 - 28 = 

6.9 

画 圧! 百28曰 


193.2 - 42 = 

4.6 

画 圧! 百42曰 

(HD 

9 x 6+3 

1.425 


(7 - 2) X 8 

90603画画 圧! 




[1]7〇2の〇8画画面] 
咖 m R 咖 の日 


関数計算 少 OMP ^ 


関数計算を行なラには、下記のよラに操作し 、 COMP 
モードを指定します。 

COMP . 画田 


♦ 計算の内容によっては演算結果び表示されるまでに 
時間びかかることびあ0ます。 

♦ 次の計算に移る際は前の計算の結果び表示されるま 
で待ってください。 

参 7 t 二3.14159265359として計算します。 

■兰角関数計算、逆兰角関数計算 

♦ @キーを数回押すと、次の表示び出ます。 


Deg 


Rad Gra 

2 3 


の〜应]キーを使って角度計算をすることびでさます。 
(90。=-ラジアン= 1 〇0グラード） 

(例 1) sin 63°52 4 l "= 0.897859012 

幽 . 山 ( Deg ) 

因63囚52囚41囚曰 










(例 2) cos ( — rad ) = 0.5 

3 @ "…回 ( Rad ) 

因の画面百3の曰 

(例 3^ tan (-35 grad ) = -0.612800788 

画 ..... 团 ( Gra ) 
画の回35の曰 

(例 4) sin - 1 0.5= 30。 （ sinx =0.5 の x を求める） 

@ .■…の ( Deg ) 
画囲 0.5 曰 

(例已) cos "^— = 0.25 n ( rad ) I = — ( rad)J 

@ "… ( l !]( Rad ) 
画画のの 2 百 20] 曰画百画面曰 

(例 6) tan -' 0.741= 36.53844577。 

W . 山 ( Deg ) 

画画 0.741 曰 

■双曲線関数/逆双曲線関数 

(例 1 ) sinh 3.6 = 18.28545536 極]因 3.6 日 

(例 2) sinh - 130 = 4.094622224 画]画固30日 

■対数関数、指数関数 

(例 1 ) log 1 .23 = 0.089905111 晒1 .23 曰 

(例 2) In 90 (=|〇も 90) = 4.49980967 因90日 
\n e =1 因画回曰 

( W ^ 因64百因4曰 

- log 4 

(例 4) e " = 22026.46579 画回10曰 

(例已) 100 4+ 5厂3 = 2.760821773 

画函0.4 05 n 画回回3曰 
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(例巨) 2-3 = 0.125 2囚回3曰 

(例 7) (-2)4=76 m 回 2 CI ] 囚4曰 

♦ 計算式中の負数には、カッコを付けることび必要です。 
詳しくは「計算の優先順位」をご覧ください。 

■ その他の関数 （ ^ x \ x -\ 

x\x Ran #、 TT 、 順歹 lJwP /\ 組み合わせ fiO ) 

(例 O 巧 + 巧乂巧 = 5.287196909 

の2〇の3〇の 5 曰 
(例 2) 3/3 + = -1.290024053 

画匹] 5〇画匹]の回27の曰 
(例 3) 7 /T 巧卜123女）= 1.988647795 

7画の123曰 

(例 4) 123+3〇2 = 1023 123 0 30囚曰 

(例已 ） 123 =1728 12回曰 

(例 6) . 1 1 = 12 m 3 因 H 4 因四因曰 
"3 

(例 7) 8! = 40320 8画回曰 

(例 8) 0.000から0.999の間で乱数 (random number ) を 

発生させる。 _ 

画画]曰 [ 0.664 ]( 例) 

(例 9) 3 TT = 9.424777961 3画面曰 

dno ) 1から7までの数字を使ってでさる4巧の数字の 
取り得る値の総数は？ただし、1つの数字は1 
回しか使えないものとします （1234 は可、1123は 
不可)。 (840) 

7画画4曰 
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(ED10 人の中から 4 人を選ぶ場合の可能な組み合わせ 

は何通り？ (210通り) 

10 画 4曰 

■角度単位変換 

♦ 应画と操作すると、次の表示び出ます。 


D 

R 

G 

1 

2 

3 


田〜团キーを使って、入力した数値を指定した角度単 
位の値に変換することびでさます。 

nn 4. 25 ラジアンを、度 (Deg) に変換する。 

陋 ■■… □I](Deg) _ 

4.25 e e 居 ] (R) 曰 243.5070629 

■座標変換 （Pol (ん 3 〇, Rec レ，が） 

♦演算結果は自動的に変数メモ U — E と変数メモ U — 
F に記憶されます。 

(HD 極座標0=2, 0=60。)を直交座標( X ， y ) に変換す 
る （ Deg 指定)。 


X =1 画画2囚60の曰 

y = 1.732050808 励の 

参应]圧]，应]圧]と操作するとXの値と};の値をそれぞ 
れ表示させることびでさます。 

(MD 直交座標(1，^)を極座標0,がに変換する （Rad 
指定)。 


r = 2 画] 1 囚の 3 の 曰 

e =1.047197551 画田 


♦应]圧]，应]圧]と操作すると r の値と0の値をそれぞ 

れ表示させることびでさます。 
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■ Eng 変換 

(HD 56,088メートルをキ□メートルに変換する。 

一 56.088 X 1〇3 56088日函 

(km) 

(例 2) 0.08125グラムをミ U グラムに変換する。 


一か. 25 x 10-3 

0.08125曰函 

( mg ) 


統計計算 

广 SD つ 

广 REG っ 

1 標準偏差計算 

广 SD っ 


標準偏差計算を行なうには、下記のように操作し 、 S D 
モードを指定します。 

SD . 幽岛 


♦ SD、REG モードでは、画キーは画キーとして働さ 
ます。 

参データの入力は、必ず画画]田 ( sci ) e と操作して 
統計用メモリーをクリアした後に行ないます。 

♦ 次の手順でデータを入力します。 

<ぶ-データ > 面] 

参データ入力により計算された打、む、む2、み仍、仍-1 
の値は、下の操作で呼び出すことびでさます。 


ISHift] IS-SUWII [1 I 

む 2 

(SHIFTI [S-VAR] I 1 ] 

ぶ 

ISHift] IS-SUWII [2 I 

む 

(sHiFTi [s-var] I 2 ] 

(3n 

ISHift] IS-SUWII [3 I 

n 

(sHiFTi [s-var] I 3 ] 

0/7-1 


广例 ) しソ下のデータを基に仍，もな，む，む 2 を求 
める。 

データ： 55, 54, 51，55, 53, 53, 54, 52 
SD モードに入る 

画画 [I](Scl) 曰（メモリークリア） 
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55 画た SD 


画]キーを巧してデータを入力すると、それまでに 
入力されたデータの個数(標本数な)び 
上のように表示されます。 


標本標準偏差 ((7 n - i ) = 1.407885953 
母標準偏差(口。）= 1.316956719 
平均け）= 53.375 
標本数的）= 5 
標本の総和 ax ) = 427 
標本の 2 柔和足; C 2 ) = 22805 


54凹51凹 SS 虹 
53画画54画52画 

[s-VArJ |3~1 ^3 
画 |s-var| 回 口 
画 |s-var | の日 
IshiftJ [s-suwiJ し 3 I ^3 
(St) [^SUWll ^3 
[s-SUWlJ \j\~] ^3 


データ入力時のま意 

♦画画と操作すると同じ数値を入力することびでさ 
ます。 

♦ 同様に画に]キーを使ラと、同じ数値を複数個入力 
することびできます。たとえば110を10回入力するに 
は110画回10画と操作します。 

♦ 演算は必ずしち上記の例通りの順番で行なラ必要は 
な<、データ入力後ならどの順番でち表示させること 
びでさます。 

♦ データ入力中または計算終了後に田田キーを押す 
と、それまでに入力したデータと度数を表示すること 
びでさます。 

♦ 表示したデータは編集することびでさます。新しい値 
を入力して e キーを押すと、そのデータび更新され 
ます。このため、データ表示中に他の操作(計算や統計 
計算の結果の呼出など)を始める前には、ぶ、ず四キー 
を押してデータ表示状態から抜けてください。 

♦ e キーのかわりに面]キーを押すと、編集ではなく新 
たなデータの入力となります。 

また@画]を押すとそのデータは削除され、それよ0 
後ろのデータび繰り上びって詰められます。 

♦ 入力されたデータは保存されますび、記憶領域をオー 
バーすると 「Data Full 」 と表示され、それ!ん L は保存 
でさなくなります。その場を日キーを押して次の表 
のを出します。 -26 - 



EditOFF ESC 

1 2 

店]を押すと、そのデータの入力はキャンセルされます。 
圧]を押すとそのデータび入力され、引さ続さデータを 
入力してい< ことびでさます。 

ただし、入力されたデータは保存されな < なります。 
また、それ前に入力したデータち含め、全てのデー 
夕の表示や編集をすることびでさなくなります。 

♦ 入力直後のデータを削除したい場合は、@面]と操作 
します。 

♦ SD モードしソ外のモードに変更すると、保存されてい 
る個々のデータの表示や編集をすることびでさな< 
なります。 

REG モードの場合も同様です。また、 REG モード中 
で回帰の種類 ( Lin / Log / Exp / Pwr / Inv / Quad ) を変更した 
場をわ同様です。 

回帰計算 


回帰を使った統計計算を行なラには、下記のよラに 
操作し、 REG モードを指定します。 

REG . 陋团 


参 SD、REG モードでは、画キーは画キーとして働き 
ます。 

♦ REG モードに入ると次の表示び出ます。 

陌 


面 

参田]〜应]キーを使って、回帰の種類を選択します。 
圧] ( Lin ) :直線回帰 
回 ( Log ) :対数回帰 
团 ( Exp ) :指数回帰 
陌圧 I ( Pwr ) :べき柔回帰 
面回 （ Inv ): 逆数回帰 
陌边 ( Quad ) : 2次回帰 


*Pwr I nv Quad 

1 2 3 


し in Log Exp * 

1 2 3 










♦ データの入力は、必ず画画田 ( Scl ) 已と操作して 
統計用メモリーをクリアした後に行ないます。 

♦ 次の手順でデータを入力します。 

< x - データ> 区] < y - データ> 面] 

♦ データ入力により計算されたそれぞれの値は、下の操 
作で呼び出すことびでさます。 


ISHift] IS - SUm ] I 1 I 

む2 

ishift) is - sum | 〔2 I 

む 

ISHift) IS-SUM I [ T ] 

n 

|SHIFT| IS-SUM I 田の 

み2 

画信 SUM I !►! I 2~| 

み 

画 is-smvil I ►! I 31 

[SHIFT] 1 S-VAP ] 〔 1] 

Jjcy 

IshiftJ [ s-VAR I I 2 ] 

ぶ 

ぶ〇" 

ISHIFTI [ S - VAR〕I 3 I 

ぶ〇か1 

画 fs-VARI 面 の 

夕 

画 I S-VAR ] 田回 

y ( 3 n 

画 fs-VARI 面 团 

y^n-A 

画田田の 

回帰式の係数 A 

画田田回 

回帰式の係数 B 

2次回帰しソ外 

画 面面 团 

相関係数 r 

画田田田の 

X 

画田田田回 

夕 


♦ 2次回帰計算のとさは、操作び異なります。 


画 Is - sumI 田田の 

む3 

画 | s - sum | 面面回 

む 

画 Is - sumI 陌田面 

む4 

画陌田团 

回帰式の係数 C 

画面面面の 

XI 

画田田田回 

X 2 

画田面面团 

夕 


♦ 上の表の値は、変数メモ U — と同様に、式の中で利用 
することびでさます。 
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♦直線回帰 

直線回帰での回帰式は y = A + Bx です。 


この表より回帰式と相関係数を 
求め、回帰式をもとに、温度- 5 °C 
のとさの気圧および1000ヘクト 
パスカルの温度を推定する。 

また決定係数〇2)と標本共分散 

を計算する。 

REG モード値線回帰）に人る圧] ( Lin ) 

画画因] ( Scl ) 曰（メモリークリア） 


10囚1003凹 


应] キーを巧してデータを 入力す ると、 それまでに 
入力された データの 個数(標本数 W ) び 
上のように表示されます。 

15 囚 1005 画 20 囚 1010 画 
25 囚 1011 画 30 囚 1014 画 

回帰式の係数 A = 997.4 函司区互^ E E ( jD B 

回帰式の係数 B = 0.56 画区雨]面面回日 

ホ目関係数 r = 0.982607368 @ 区^ [B E (1 D B 

-5でのとをの気圧= 994.6 

の回 S の画面面田回 日 

1000 hPa のときの温度= 4.642857143 

1000 画画^面面面の 曰 

ミモ定係数 = 0.965517241 @ 区雨] [B [B (1D (Z] B 

標本共分散 = 35 の画画 E 田团〇 

画 | s - suivi | 团 Q 画 |s-var| の Q 
画画^面のの 百 
m 画画 E の H 1 の 曰 


C 例つ 


• 気圧と温度の関係 


温度 

気圧の測定値 

10 °C 

1003 h Pa 

15 °C 

1005 h Pa 

20 °C 

1010 hPa 

25 °C 

1011 hPa 

30 °C 

1014 hPa 
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♦巧数回帰 

対数回帰での回帰式は y = A + B-ln 乂です。 


左記データを対数回帰して回帰式 
および相関係数を求める。 

また、回帰式よりぶ= 80および; yz - 
= 73 のとさの夕かの推定値)、ぶか 
の推定値)をそれぞれ推定する。 


REG モード(対数回帰）に入る回 ( Log ) 

画画の ( Scl ) 曰 

29の1 .6 画50の 23.5 画 
74の 38.0 画103の 46.4 画 
118回 48.9 画 

回帰式の係数 A = - 111.1283976 画 区雨 田田田 日 

回帰式の係数 B = 34.0201475 画 区 雨]面面回 日 

ホ目関係数ド = 0.994013946 @区^ E [B (1 D B 

Xi= 80 のとき》 = 37.94879482 

80画極]面面面回 曰 

yi= 73 のとき ぶ = 224.754 ロロ 

73画画^面面面の 曰 


C 例つ 


Xi 

y'. 

29 

1.6 

50 

23.5 

74 

38.0 

103 

46.4 

118 

48.9 
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♦指数回帰 

指数回帰での回帰式は y = A •が ‘x (In y = In A + Bx ) です。 


左記データを指数回帰して回帰式 
および相関係数を求める。 

また、回帰式より16および； yz - 
= 2 〇のときの夕かの推定値)、ぶな 
の推定値)をそれぞれ推定する。 


REG モード(指数回帰）に入る团 （ Exp ) 

画画の ( Scl ) 曰 

6.9 (Z] 21.4 度で 12.9Q 15.7 垣 ！] 
19.8 d]12.1 @ 26.7 Q 8.5(^ 
35.1 Q 5.2 を ！] 

回帰式の係数 A = 30.49758743 @区雨]面面田日 

回帰式の係数 B = - 0.049203708 @区雨 ® [B 巧] 日 

ホ目関係数ド = - 0.997247352 @区雨] [B E [I] B 

ぶ=16のとき》= 13.87915739 

16画画^田田田回曰 

yi = 20 のとき ぶ = 8.574868047 

20画画^陌陌田圧]曰 


〔例つ 


Xi 

y'. 

6.9 

21.4 

12.9 

15.7 

19.8 

12.1 

26.7 

8.5 

35.1 

5.2 
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♦ ベさ乗回帰 

べき乗回帰での回帰式は y = A •ぶ B (In J = In A + B In x ) 
です。 

dD 

左記データをベさ乗回帰して回帰 
式および相関係数を求める。 

また、回帰式より；= 40および； yz ’ 
= 1 〇00のときの夕かの推定値)、ぶ 
{X の推定値)をそれぞれ推定する。 


Xi 

: y'. 

28 

2410 

30 

3033 

33 

3895 

35 

4491 

38 

5717 


REG モード(べき乗回帰）に人る田圧] ( Pwr ) 
画画の ( Scl ) 曰 


28囚2410画30巳 J 3033画 
33囚：3895画35の4491画 
囚5717画 


回帰式の係数 A = 0.238801066 M 恆蝴 W W 因]日 

回帰式の係数 B = 2.77186616 函巧区雨 E [B (1 D B 

ホ目関係数ド= 0.998906257 @区雨] (B (B [ I ] B 

Xi = 40 のとき》 = 6587.674592 

40 画画^ 面面面 回曰 

yi = 、〇 00 のとき 戈 = 20.26225682 

1000 画極] 田田田 圧]曰 
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♦逆数回帰 

逆数回帰での回帰式は y = A+ B-Vjc です。 


左記データを逆数回帰して回帰式 
および相関係数を求める。 

また、回帰式より X / = 3.5 および 
= 15 のとさの夕かの推定値)、ぶ 
{X の推定値)をそれぞれ推定する。 


CM3 


Xi 

y !. 

1.1 

18.3 

2.1 

9.7 

2.9 

6.8 

4.0 

4.9 

4.9 

4.1 


REG モード猫数回帰）に人る陌回 (Inv) 

画画の (Scl) 曰 

1.1 亡] 18.3 垣！] 2.1 区] 9.7 因で 
2.9 Q 6.8 @ 4.0 Q 4.9 @ 
4.9 囚 4.1 画 

回帰式の係数 A = - 0.093440617 @区雨] E E [H B 

回帰式の係数 B = 20.26709711 画医雨 田田 回 日 

相関係数 r = 0.999852695 @ 區挪 ® (B な] 〇 

Xi = 3.5 のとき 夕 = 5.697158558 

3.5 画極]面面面回曰 

yi =15 のとき ぶ = 1.342775158 

15画画^陌陌田圧]曰 
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♦ 2 次回帰 

2次回帰での回帰式は y = A + Bx + Cx ^ です。 


左記データを2次回帰して回帰式を 
求める。 

また、回帰式よりぶ! •= 16 および； yz - 
= 20のときの夕かの推定値)、ぶ 1 ,ぶ 2 
かの推定値)をそれぞれ推定する。 


REG モード (2 次回帰）に入る田团 ( Quad ) 

画画の ( Scl ) 曰 

29囚 1.6 画50囚 23.5 画 
74の：38.0画103の 46.4 画 
118回 48.0 画 

回帰式の係数 A = -35.59856934 @区雨 ® [ B 因]日 

回帰式の係数 B = 1.495939413 @区雨 E E (1 D B 

回帰式の係数 C = -6.71629667乂1〇-^ @区雨] ® ® 应]日 

ぶ二 16 のとき多= -13.38291067 

16画画^面面面面曰 

: y , = 20のときん= 47.14556728 

20画画^面面面の曰 

: y! 二 20 のときん= 175.5872105 

20画画^田陌田回曰 


〔例つ 


Xi 

y'. 

29 

1.6 

50 

23.5 

74 

38.0 

103 

46.4 

118 

48.0 
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データ入力時のま意 

♦画面]と操作すると、同じデータを入力することび 
でさます。 

♦同様に画巨]キーを使ラと、同じ数値を複数個入力 
することびできます。たとえば、20/30を5回入力す 
るには、20の30画囚5画と操作します。 

♦ 演算は必ずしち上記の例通りの順番で行なラ必要は 
な<、データ入力後ならどの順番でち表示させるこ 
とびでさます。 

♦ 入力したデータの編集については、標準偏差計算の 
項をご覧ください。 

参統計計算時には変数メモ U — A 〜 F 、 X 、 Y を使わない 
でください。これらのメモ U —は統計計算用の一時 
メモ U — として使用されるため、記憶させたデータ 
び別の数値に書さ換えられてしまラことびありま 
す。 

♦ REG モードに入り回帰計算の種類 ( Lin / Log / Exp / 
Pwr / Inv / Quad ) を選択すると、変数メモリー A 〜 F 、 
X 、 Y びク U アされます。一度選択した回帰計算の種 
類を変更した場合ち、変数メモ U —はク U アされま 
す。 


技術情報 


■故障かなと思ラ前に… 

ちし計算中にエラーび発生したり、計算結果びおかしい 
場合、下記の操作を行なって<ださい。 

1 . 画画回 （ Mode ) 日と押して、すべてのモードや設 
定を初期状態にする。 

2. 計算式び間違っていないか確かめる。 

3. 計算を行なラのに必要な正しい計算モードにする。 
上記の操作を行なってち正常に操作でさない場合は画] 
キーを押してください。画]キーを押すと、計算機の状態 
び正常であるかをチェックします。異常び発見された場 
合は自動的にメモ U —の内容び消去されます。大切なデー 
夕は事前にノー トなどに書さ写してください。 
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■衍才ーバーとエラーについて 

(1) 計算途中または答え、もしくはメモ U —内の数値び 
±9.999999999 x 1099 を超えたとき。 

(2) 関数計算において、被演算数の範囲を超えて計算しよ 
ラとしたとさ。 

(3) 統計計算で、適当でない操作び行なわれたとさ。 

例 ） n = 0でぶやぶ On を求めよラとしたとさ 

(4) 数値用スタックや演算用スタックを超えて計算しよ 
ラとしたとさ。 

例）田キーを続けて23回巧し、2 0 3 0 4の計算 
をしたとさ 

(5) 書式上誤った入力をして e キーを押したとき。 

例）50 0 3曰と操作したとき 

(6) 引さ数を必要とする命令で、適切でない引さ数の値 
を入力したとさ。 

エラーメッセージび表示されますと、キー操作びでさな 
くなります。この状態を解除するにはのキーを押しま 
すび、百]キーまたは田キーを押せばエラーの起さた箇 
所にカーソルを表示します。詳しくは「エラー位置表示 
機能」をご覽ください。 

じ(上のよラなとさには次のよラなエラーメッセージを表 
术しま 9 。 

(1) 〜 （3) のときは " Math ERROR " 

(4) のときは " S ね ck ERROR " 

(5) のときは " Syn ね X ERROR " 

(6) のとさは " Arg ERROR " 


■エラーメツセージー覧表 


メッセー ジ 1 Math ERROR 

エラー 内容 

対策 

•計算の結果び演算範囲 
を超えている。 

•関数が容量の被演算数 
を超えて計算び行なわ 
れた。 

•数学的な誤り （0 による 
除算等）び行なわれた。 

•入力した数値を確認し 
て、範囲内に直す。特 
に、メモ U —を使ってい 
る場合はメモ U — 内の 
数値をチェックして正 
し < する。 


メッセー ジ 1 stack ERROR 

エラー 内容 

巧策 

•数値スタックおよび演 
算テスタックを超える 
計算式び実行された。 

•計算式を簡略化して数 
値スタックは 10 段、演 
算テスタックは 2 4 段し:^ 
内に納める。 

•計算式を2つ1ソ上に分け 
てスタックじ(内に納め 
る。 


メッセー ジ Syntax ERROR 

エラー 内容 

対策 

•計算式の書式に誤りび 
ある。 

■ 3] キー または® キーを 
押して エラー 箇所を表 
示させ、正し<訂正す 
る。 


メッセー ジ 1 Arg ERROR 

エラー 内容 

巧策 

•引さ数の使い方に誤り 
びある。 

•百] キー または [B キーを 
押して エラー 箇所を表 
示させ、引さ数を正しく 
指定する。 





















■計算の優先順位 

下記の順位で計算されます。 

① 座標変換 Pol ( x ，_ y)，Rec (が） 

② 後置関数 ； C3, え1,が， D ’’’ 

え免，ぶ2,》 

角度単位変換 ( DRG ^) 

③ べさ柔•ベさ柔根 へげ)， X 厂 

④ aVc 

⑤ でや e (自然対数の底)、メモ U —、変数の直前の省略乗 
算2で、3ん5八、で八など 

⑥ 前置関数 ， log, In , み 1 に sin , COS ， tan , 

sin - 1, cos - 1, tan - 1, sinh , cosh , tanh , sinh -1, 
cosh - 1, tanh - 1, (-) 

⑦ 前置関数の直前の省略乗算 艺巧， Alog 2 など 
⑨順列•組み合わせ nPr、wCr 

⑨ X， - 

⑩ +， 一 

※同順位の関数び連続しているとさはち側から左側へ 
〔ピ1〇 ^ r 12〇一け1〇( ^ r 120川、他は左側からち側へ 
実行されます。 

※カツコび使用された場合は、カツコ内び最優先されます。 
《負数を弓 I 数として計算する場合、その負数にはカツコび 
ぶ、要です。負符号（一）は前置関数として扱われますの 
で、負符号よりも優先順位の高い後置関数や、べき乗、ベ 
き乗根を計算するとさは、特にを意してください。 

例）卜 2)4 = 16 
-24 =-16 


■スタック数 

本機には優先順位の低い計算数値や計算命令(関数等)を一 
時的に記憶するスタックと呼ばれるメモ U -びあります。 
数値用のスタックは10段、命令用のスタックは24段まで 
あります。このスタックじ(上に複雑な計算式を実行します 
とスタックエラー ( StackERROR ) となります。 

CBD スタックの数え方 

2 x ((3 + 4 x (5 + 4)-3)-5) + 8 二 


!1 

.八 

ni 

ft! 

!!1 

① 


② 

③ 

④ 


の回团团固回回 

数値用スタック 命令用スタック 


① 

2 

② 

3 

③ 

4 

④ 

5 

⑤ 

4 




の 

X 

回 

( 

回 

( 

团 

+ 

固 

X 

回 

( 

囚 

+ 




《計算は優先順位の高い順に実行され、計算された数値 
あるいは命令は、順次スタックの中から消去されます。 

























■関数の入力範囲と精度 

内部演算が数:12巧精度*:原則として10巧曲1(共愚 


関数 

入力節囲 

sin X 

DEG 

0 含 | ス | 含 4.499999 999 X 1 〇 1 。 

RAD 

0 含 | ス | 含 785398163.3 

GRA 

0 ^ | ス | ^ 4.999999999 X lO" 

COSX 

DEG 

0 ^ | 乂 | 奪 4.500000008 X 1 〇 1 。 

RAD 

0^| ス |^785398164.9 

GRA 

0 ^ | ス | ^ 5.000000009 X 1 〇 1 。 

tan ぶ 

DEG 

sin JC と同様、但し、 | ス | = (2n-1) X 90 を除く 

RAD 

sin JC と同様、但し、ス = (2 打 - 1) X で / 2 を除く 

GRA 

sinjc と同様、但し、 | ス | = (2 が 1)X100 を除く 

sin-ijc 
cos-i ぶ 

0 ^ |jc| ^ 1 

tan-ijc 

0 ^ |jc| 奪 9.999999 999 X 1099 

sinhjc 

coshx 

0 ^ | ス | 含 230.2585092 

sinh-ijc 

0 ^ |jc| 含 4.999999 999 X 1099 

cosh- 1 ス 

1 含ぶ含 4.999999 999 X 1099 

tanhx 

0 ^ I ぶ I 奪 9.999999 999 X 1099 

ね nh-1 ぶ 

0 ^ | ス | 含 9.999999 999 X 10-1 

logx/Injc 

0 9.999999999 X 1099 

10^ 

-9.999999999 X 1 (P ^ 99.99999999 

e ス 

-9.999999999 X 1 (P ^ 230.2585092 

朽 

0^jc< 1 X 10100 

が 

|jc| < 1 X 1050 

Mx 

|x|< 1X 101 。。，ス年〇 

3 な 

|x|< 1X 10100 

x\ 

0^x^69 U: 整数） 






























関数 

入力節囲 

nPr 

0 含打 < 1 X1 〇 1 〇 , O^r^n in, r \ 整数） 

1 ^{n\l{n-r)\] < 1x101 。。 

nCr 

0 ^打 < 1X1 〇 1 〇 , 0 言 r 書 n ( 打， r : 整数） 

1 ^ [ な !/ 卜 ! （な一 r)!}] <1X10100 

Pol か，； y) 

| ス|，レ 1^9.999999999x1049 

が +y2 )^9.999999999x1099 

Rec { r ,0) 

0 含 r 奪 9.999999999X1099 

か siru と同じ 

。’” 

I 幻しわ ， C < 1 xlQioo 

0 含わ ， C 

| 义 | <1x10100 

60 進数表示は 0 。 0 。 0 。 ^ 卜| ^ 999999 。 59° 

A が） 

jc >0: -1 X1 〇 1 〇〇 < y log ス <100 

ス =0:y >0 

j <0: y = 巧， 广 1 U : 整数) 

ただし、一 1X1010。 <y 1 〇 9 卜 | く 100 

x/y 

y > 0 :ス丰〇 

-1x10ioo<1/jclogy<100 

y=0: ス >0 

y<0: x—2n+1, — — (な年 0, な：整数） 

ただし、 -1x10ioo<i/ ； clog|y | く 100 

a ゎん 

整数 • 分子. 分母の合計び 10 がが U 内 ( ただし、 
区切りマークを含む） 

SD 

(REG) 

卜|< 1X1050 
|y|< 1X1050 
\n\< 1X10 …〇 

Xdn, y(Jn, 无歹：打幸 0 

xcrn-^, ycrn-^, A, B, r : n 丰 0,1 


* 一回での計算誤差は 10 巧目 ±1 の誤差となります。(指数 
で表示する場合には誤差は表示している仮数表示の最 
下位が±1となります。)ただし連続計算を行なつた場合 
には、誤差び累積されます。(へ(ぶ)、 Vy 、 x !、^^、 nPr、nO 















等内部で連続演算を行なラ場合ち、同様に誤差び累積 
されます。） 

また、関数の特異点や変曲点の近傍で、誤差び累積され 
て大さくなることびあります。 


電源および電池交換 


電源には、太陽電池とボタン電池く G 13 タイプ （ LR 44)> 
の2電源を使った TWO WAY POWER システムを採用して 
います。使用する場所の照度に制限のある太陽電池のみ 
の関数電卓とは異なり、表示内容び確認でさる明るささ 
えあれば使ラことびでさます。 


♦ 電池の交換 

ボタン電池び消耗しますと、特に暗い所で使用したとき 

1. 表示び薄くて見にくくなる。 

2. 画]キーを押してち表示び点灯しない。 

このよラな場合は、し^下の要領でボタン電池を交換 
して < ださい。 


① 裏面のネジをはずして、電池 
ブタを取りはずします。 

② ちい電池を取り出します。 

③ 新しい電池の表面を乾いた 
巧でよく拭いてから©側を 
上にして入れます。 


④ 電池ブタを閉じて、ネジ止 
めします。 

⑤ 電源画]キーを押します。 
(必ず操作してください） 








♦電池使用上のを意 

電池の使い方を誤ると電池の液ちれで製品び腐食し 
たり、電池び破裂することびあります。次のことを必 
ずお守りください。 

•④©の向さを正しく入れてください（表面表示通 
0に）。 


<危険> 充電や分解、ショートする恐れびあること 
はしないでください。また、加熱したり乂 
の中へ投入したりしないでください。 



電池は幼児の手の届かないところに保管してくださし、。 
万一飲み込んだ場合には、ただちに医師と相談してく 
ださい。 


♦オートパワーオフ（自動電源オフ）機能 

操作完了後、約6分で自動的に電源オフになります。 
計算機を再びご使用になるときには、画]キーを巧すと 
電源オンとなります。 




仕様 


電源： 太陽電池 

ボタン電池く G 13 タイプ ( LR 44)>1 個 

電池寿命：約3年 (1 曰に1時間使用した場合） 

消費電力： 0.0002 W 
使用温度： 0む〜40で 

大きさ•重さ：幅 89.0 X 奥行 173.0 X 厚さ12.0 mm 、120 g 
付属品：八ードケース 




巧証-アフターサービスについて 

■保証書はよくお読みください 

保証書は、必ず「お買上げ曰•販売店名」などの記入をお確 
かめのラえ、販売店から受け取っていたださ、内容をよく 
お読みの後、大切に保管して < ださい。 

■保証期間は保証書に記載されています 

■修理を依頼されるとをは 

まず、わラー度、取扱説明書にしたびって正しく操作していた 
ださ、直らないときには次の処置をしてください。 

♦保証期間中は 

保証書の規定にしたびってお買上げの販売店または取扱 
説明書等に記載のカシオテク ノ •サービスステーション 
び修理をさせていたださます。 

- 保証書に「持込修理」と記載されているわの は、製品に 
保証書を添えてご持参またはご送付ください。 

- 保証書に「出張修理」と記載されているわの は、お買上 
げの販売店または取扱説明書等に記載のカシオテクノ- 
サービスステーションまでご連絡ください。 

♦保証期間び過ぎているとさは 
お買上げの販売店または取扱説明書等に記載のカシオ 
テクノ •サービスステーションまでご連絡ください。修 
理すれば使用できる製品については、ご希望により有料 
で修理いたします。 

■あ5かじめご了承いただきたいこと 

• 「修巧のとさ一部代替部品を使わせていただ < こと」や 
「修理び困難な場合には、修理せず同等品と交換させて 
いただくこと」びあります。また、特別ま文された商品の 
修理では、ケースなどをカシオ純正部品と交換させてい 
ただ < ことびあります。 

♦仕様び曰本国内向けの製品は海外での修理受付びでさま 
せん。修理品は曰本まで移動の上、日本国内のカシオテク 
ノ • サービスステーションにご依頼ください。 

■アフターサービスなどについて、おわかりにな 
5ないとさは 

• お買上げの販売店または取扱説明書等に記載のカシオテク 
ノ •サービスステーションにお問い合わせください。 




カシオテクノ-サービスステーション 

■カシオ製品のアフターサービス業務は、カシオテクノ株式会社が担当し、たします。 


-化海道- 

ネし幌巧 011-281-1231 

干 060-0063 化幌巿中央区南3条西 10-1001-5 

-東北- 

仙台巧 022-256-8822 

干 983-0852 仙台巿宮城野区檔岡 5-1-35 

盛岡巧 019-646-3395 

干 020-0122 盛岡巿みたけ 6-15-5 

-関東- 

宇都宮巧 028-623-5588 

干 320-0053 宇都宮巿戸祭町 3009 -8 

高崎巧 027-322-9555 

干 370-0831 高崎巿新町 6 7 - 1 

埼玉巧 048-650-5100 

干 330-0843 さいたま巿吉敷町 1-89 

千葉巧 043-243-1087 

干％ 0-0022 千葉巿中央区神明町 13-4 

秒葉原巧 03-5820-9871 

干 101-0025 千代田区ネ申田佐义間町 2-23 

横お巧 045-441-2177 

干 221-0052 横お巿ネ申ま川区栄巧 3-12 

-信越- 

新潟巧 025-287-1151 

干 950-0925 新’為巿弁天橋通り 3-9-1 2 

長野巧 026-222-3250 

干 380-091 2長野巿大字稲葉字日詰 1592-1 

-北陸- 

金沢巧 076-224-0061 

干 920-0027 金沢巿駅西巧巧 2-1-35 


東海 

静岡巧 054-281-8085 

干 422-8056 静岡巿ま島町 16-23 

名古屋巧 052-324-2151 

干 460-0024 名古屋巿中区正木 3-9-27 

-近畿- 

京都巧 075-351-1161 

干 600-8107京都巿下京区五条通巧巧 
ま乂ルままち屋巧186 

大阪巧 06-6243-6211 
干 541-0056 大阪巿中央区义太郎町 3-6-8 
巧戸巧 078-392-2145 

干 650-0033 ネ申戸巿中央区江戸町 85-1 

-中国- 

岡山巧 086-244-3404 

干 700-0926 岡山巿西古松西町 9-1 

広島巧 082-230-5900 

干 733-0001 広島巿西区大芝 2-14-10 

-四国- 

高松巧 087-837-7641 

干 760-0078 高松巿今ま町 2-21 

-九州- 

福岡巧 092-411-2939 

干 81 2-0007 福岡巿博多区ま比恵 2-16-23 

熊本巧 096-367-0614 

干 862-0911 熊 本 巿健軍 1 - 3 8 - 7 

お児島巧 099-256-3573 

干 890-0065 鹿児島巿郡元 1 - 1 - 3 

《住所-電話番号などはを更になることがあ 
ります。あらかじめご了承くださし、。 


カシオお客様ご相談窓 □ 

■ 製品の機能、操作等に関するご質問に、お電話でお答えいたします。 

カシオお客様相談室 

受付時間月曜日〜±曜日 
AM9:00 〜 12:00 PM1:00 〜 5:30 
(日•祝日-年末年始-夏期か暇等は除く） 

携帯電話- PHS 等をご利用の場合は、 03-5334-4828 (ま京い 06-6243-6180 (大阪）を 
ご利用ください。 


gag 日日 7CM38 朗 01 

市内通話料金のみでご利用いただけます 


























キーの 働を 


〇シフトキ- 

キーノ なル面に憧色で記されている機能を使うときに巧しま 
す。 （3 を押すと回び表示窓に点灯します。画と表します。 

ALPHA 

CD アルファキー 

キーパネル面に赤色で記されている変数や機能を使う ときに 
巧します。だ3を巧すと因び表示窓に点灯します。画と表 
します。 


GD モー ド キー 

モード指定画面を呼び出すときに押します。1!^と表します。 

丽 回！ クリアキー 

すベてを初期状態に I 」セツ 卜するとき、モードや設定を1」 
セツトするとき、メモ U - を消去するとき ( COMP モード)、統 
計計算用メモ U —を消去するとき (S D /R E G モード）に巧し 
ます。 

CD 電源 ON キー 

本機の電源を ON するときに巧します。晒と表します。 



カーソル 移動 キー 


入力中のカーソル位置を移動するとさに巧します 。 W W と 


表します。 


計算結果び表示されているときは、入力した計算式を呼び出 
します(リプレイ機能)。田田と表します。 









Rnd Ran# 

E] 〜 [u cn 置数キー 

数値を入力するとさに押します。 

丽 H 数値丸め 

数値を有効数値10巧に丸めます (1 1巧目を四捨五入)。また、 
FIX 、 SCI モードび指定されているときは、その指定樹こ丸め 
ます。 

[ shIftIM 乱数 

0.000な上0.9991ツ下の擬似乱数を発生させます。 

画因區画/画因區®統計量 ( SD / REG モード） 

平均、標準偏差、回帰係数を呼び出すとさに巧します。 


區3指数部置数キー 

数値の指数部を入力するとさに巧します。 

丽円周率 

円周率 （71) を入力するとさに巧します。 


^オール クリア キー 

入力されている計算式を消去するとをに押します。 

丽厕 電源 OFF *— 

本機の電源を OFF するときに巧します。 

| del | デリートキー 

間違えて入力した数値や機能を削除するときに巧します。 

丽關インヴート 

計算式に数値や機能を挿入するときに巧します。 


B 計算実行キー 

入力した計算式を実行するとさに押します。 

丽网パーセント 

パーセント計算をするときに巧します。 

( Ansi アンサーメモ U -キー 

最後に求めた演算結果を呼び出すとさに押します。 

画四11^角度単位変換 

角度単位変換機能のメニューを呼び出すとさに巧します。 








0 逆数キー 

逆数を計算するとさに押します。 

丽 (13 階乗 

階乗を計算するとさに押します。 


应3 /画回@組み合わせ/順列キー 

組み合わせ/順列の計算をするときに押します。 


お〇1 口 / ( shift ) 座標変換キー 

直交座標/極座標変換の計算をするとをに押します。 

岡ロコ□ン 

複数の式を区切るときに押します（マルチステートメント機 
能)。 


い3|二弔主_ 

兰柔を計算するとをに押します。 

画因王柔根 

兰柔根を計算するときに巧します。 


べさ柔 キー 

ベさ乗を計算するとさに巧します。 

丽 S ベを乗根 

べき柔根を計算するときに巧します。 

を四/画回エンジニア U ングキ ー 

( COMP / SD/REG モード） 

表示されている結果数値の指数部び3の倍数になるよラに変換 
するとさに巧します。 


@分数 キー 

分数を入力するとさに押します。 

計算結果び表示されているときは、分数/ル数の変換をします。 

丽 ^ 帯分数/仮分数変換 

表示されている帯分数を仮分数に変換するとさに巧します。 


ルートキー 

平方根(ルート)を計算するとをに巧します。 










( Z ] 二乗キー 

二柔を計算するとさに押します。 

H □グ(常用対数)キー 

常用対数を計算するとさに巧します。 

画陋10①乗 

10の JC 柔を計算するときに巧します。 

QnJ エルエヌ（自然対数）キー 

自然対数を計算するときに巧します。 

丽 図 e ①乂柔 

だのぶ柔を計算するとをに押します。 

画回 

自然対数の底(がを入力するときに押します 

[(-)] 負数キー 

負の数を入力するとをに押します。 


1。，，，1 60進数キー 

60進数(度•分•秒)を入力するとさに巧します。 

丽同10進数〇 60進数変換 

表示されている結果を60進数(あるいは10進数）に変換すると 
さに巧します。 


M 双曲線関数キー 

双曲線関数を計算するとさに巧します。兰角関数キーと組み 
合わせて使います。 

画因应3逆双曲線関数 

逆双曲線関数を計算するとさに巧します。兰角関数キーと組 
み合わせて使います。 

面3を押すと hyp び表示窓に点灯します。 

Sin-1 D cos-1 E ねが F 

をと j 应 g 曲 d 兰角関数キー 

兰角関数を計算するとさに巧します。 

[ shIftIB , 画因 eh ，[ SHiFTlia 逆王角関数 

逆兰角関数を計算するとさに巧します。 









因〜尼！ 

度回，应日，匹固キーと合わせて使うことにより変数メモ U-A 
〜 F の入力/呼び出しびでさます。 


[ rcli リコールメモリーキー 

メモ1」一に記憶した数値を呼び出すとさに押します。 

画回回3ストアメモリー 

計算した結果をメモ1」一に記憶するとさに押します。 

□ JDJ カツコキー 

カ ツコ計算をするとをに押します。 

度固，应日，匹固キーと合わせて使うことにより変数メモ U-X 
の入力/呼び出しびでをます。 


rri カンマ キー 

カンマを入力するとさに巧します。 

丽 CD セミコ□ン 

セミコ□ンを入力するとをに押します。 

度固，应日，应岛キーと合わせて使ラことにより変数メモ U-Y 
の入力/呼び出しびでさます。 

メモ U —プラスキー 

計算結果をメモ U - M に加算するとをに巧します。 

[sfirlOvR メモリーマイナス 

計算結果をメモ U — M から減算するとさに押します。 

画データ入力 （SD/REG モード） 

統計のデータを入力するときに巧します。 

丽阮データ削除 （SD/REG モード） 

入力されたデータを削除するとさに押します。 

長固，应日，匹固キーと合わせて使ラことにより変数メモ U-M 
の入力/呼び出しびでさます。 


□ B 囚百削計算キ- 

四則計算をするときに巧します。 








応用例題 


■± 木•測量 

0 (王角比 I) 

下図において A 地点から B 地点の距離 (C) と角 B (巧び 
わかっているとき、 A-C 間の距離化)と B-C 間の 
距離 (a) は？ 



cos 6 = を展開して 、 a = C.COS 6 

C 


..... 山 (Deg) 

10 D 因60日-^ 8.660254038 (b) 
10n 因60曰^ 5 (a) 


同様に辺 b と角 B (がのみびわかっているときは、辺 
a, 辺 C は各々 b ^ tan 0、 b 今 sin 白で求めます。ま 
た、辺 a と角 B(0) のみびわかっているときは、辺 b， 
辺 C は各々 a X tan み a 卡 cos 白で求めます。 










この例題は、極座標^直交座標変換を使ってち計算でさ 

ます。 



- P { x , y ) 


/ 


陋 . の ( Deg ) 



画画10囚60の曰^ 5 (X) 


!/ \ 

画因^ 8.660254038か） 

\ 

ん 「；， 


0 

\ —^ 

X 



0 (王角比の 

下図において2辺 a ’ b の距離びわかっているとさ、角 B 



ミ説 j 三角比を使って計算します。 



iH ..... 山 ( Deg ) 

画画の5 H 8の曰画固-^ 32。0。1 9.38 (の 

同様に辺 a . 辺 C びわかっているときは、 cos - 1 fA ) 
で求めます。また、辺 b •辺 C びわかっているときは、 
sin -1 I で求めます。 















この例題は、直交座標^極座標変換を使ってち計算でさ 

ます。 



幽 . 山 ( Deg ) 

-……グ P (8’5) 

画] 8 囚日の 曰 

/ グ； 

一 9.433981132 (づ 

: 

|RCl| r F 1 [shift] |ot7，l 

也 ~~- 

一32。0。19.38 (の 


0 (直接測れない距離） 

下図において、角 C •角 D • 辺 A びわかっているとさ、 
X の距離は？ 



(50m) 


军説^下記の公式を使って 
計算します。 

A-sin C 

sin (1 80 — C _ D) 


S …… の ( Deg ) 

61 囚 32\:i3 画画回 

50 因画回 百 因の 180 H 画回 H 
49 囚 25 囚丘] e 一 47.06613853 ( X ) 


(へ□ンの公式） 

下図において、辺 a •辺 b •辺 C びわかっているとさ、 
面積 S ? 

^説1 下記のへ□ンの公式を 
(30m)/ 使って計算します。 

〇 =^s (s — a)(s — b)(s — c) 



(50m) 


ただし、 S : 


2 


(a + b + c) 















@ 画 ..... の ( Deg ) 

の 50 0 40 0 30の 百 2 画國圧！ 

一60 (S) 

(続けて） ^ ' 

の m 咖 rxipmMrAiB 50 mp m 咖 

圧 I H 40 の n の画圧 I H 30 のの 曰 
一600 ( S ) 


■物理 

0 (斜面上の物体を引く力） 

斜面の角度(が20°、物体の重さ ( VV )60 kg 、 摩擦係数 
(^^)0.3 のとき、物体を引く力 ( P ) は？ 

I 解説）下記の式を使って求 
めます。 

P = W ( sin 0+^* cos 0) 



軒陋 ..... の ( Deg ) 

60 Qm 因 200 囚3凸 
因20四田^ 37.43567577 ( P ) 


0 (放物運動） 

初速 (Vo) 30 m/s で投げたボー J レび 50° の角度(がで上 
びりました。 3 秒後の高さ ( h ) は？ 

Vo(30m/s) (^ミ説)下記の式を使って求 

/尸 ~ P めます。 

乂 C \ h h = Vo い sin 0- ふ gt 2 

/\0(5〇°) 2ゴ 

(g: 重力加速度 9.8m/s 2 ) 

图 @ ..... [I](Deg) 

30 □ 3 □因 50 B 

2 因 〇9.8〇3 囚 曰- > 24.84399988 ( h ) 











MEMO 


MEMO 


MEMO 


MEMO 


MEMO 


MEMO 


